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よう』 くもん出版 2009 pp.47-61） 
5 松岡享子 『えほんのせかい こどものせかい』 文藝春秋 2017 p.32 



















































































































































































8 和銅 5 年（712 年）に太安万侶
おおのやすまろ























したことで一度編纂は中止されたが、その後の和同 4 年(711 年)9 月 18 日、元明天皇に撰録事業の再
開を命じられた太安万侶は、4カ月後の和同 5 年（712 年）正月 28 日に『古事記』を献上した。（尾崎左永子 
『神と歌の物語 新訳古事記』 草思社 2005 pp.17-20） 

























































































































































16 出雲井晶 『日本人なら知っておきたい「日本神話」』 産経新聞出版 2009 p.32 
17 薗田稔 『日本の神々の事典』 学研 1997 pp.90-91、江上波夫 『日本文化の明暗 民族の血統と文化』 


























































のまま注を付けない」等の工夫が行われた。（橋本治 『シリーズ・古典 7 橋本治の古事記』 講談社 2001 





























































た。（尾崎左永子 『神と歌の物語 新訳古事記』 草思社 2005 pp.20-21、岸本弘（編） 『朗読のための 
古訓古事記』 三光社出版印刷 2011 p.14） 

























































































































23 魚本拓 「民が恐れる伝説の姿」 三栄書房 『サンエイムック 時空旅人 ベストシリーズ 大人が読みた
い昔話』 2013 p.38 
図〔5〕：⾃作品《やまとのはじまりのうた》 

























































































































2011 年 6 時間 
図〔7〕：筆者のデッサン《⼈物モデル》（部分） 









































2011 年 1.5 時間 
図〔9〕：筆者のデッサン《友⼈》 
2014 年 5 分 
図〔10〕：⾃作品《慈⾬のみなも》（部分） 


















































































ザイン学』 日本放送出版協会 2008 pp.33-37） 
図〔11〕：⾃作品《⽇々是好⽇−nagomi−》 






































25 矢野智司 『動物絵本をめぐる冒険 動物―人間学のレッスン』 勁草書房 2002 pp.52-72 
図〔12〕：⾃作品《⾔の葉藍⾏絵巻》 











































真っ黒顔の女の大将 米の俵で釣りするも 重さに負けて 子分の女の塔は崩れる 
見れば一番格下の 女どもが卑しく水を飲んでいた 




















































































































19 世紀 ⼿描き ⽊綿 インド 
図〔19〕：《⽩藍地鋸⻭⽂更紗》 




ここで述べる西欧の挿絵表現について、オーブリー・ビアズリー（Aubrey Vincent Beardsley 
1872-1898）を中心に、19世紀後半から 20世紀前半辺りに活躍した作家の描画より考察する。



























28 海野弘 『おとぎ話の幻想挿絵』 パイ インターナショナル 2014 p.4 







となった。（海野弘 『おとぎ話のモノクロームイラスト傑作選』 パイ インターナショナル 2018 p.32） 
図〔20〕：オーブリー・ビアズリー 
《アレクサンダー・ポープ（著）『髪の⽑盗み』の挿絵》 


















Nielsen 1886-1957）、ハリー・クラーク（Harry Clarke 1889-1931）、ジョン・オースティン


















31 海野弘 『おとぎ話の幻想挿絵』 パイ インターナショナル 2014 pp.11-12 
32 同書 p.10 
33 Artpedia アートペディア／近現代美術の百科事典（https://www.artpedia.asia/aubrey-beardsley/） 『【美
術解説】オーブリー・ビアズリー「耽美主義と装飾芸術の融合」』 
図〔22〕：カイ・ニールセン 
《『太陽の東、⽉の⻄ ⽩い国の 3 ⼈の姫君』
の挿絵》 
1914 年 写真製版 紙にインク 
図〔21〕：カイ・ニールセン 
《（アーサー・キラークーチ（著）『おしろいと
スカート 12 ⼈の踊る姫君』の挿絵》 







































34 海野弘 『おとぎ話の幻想挿絵』 パイ インターナショナル 2014 p.109 




1916 年 写真製版 紙にインク 
図〔24〕：ジョン・オースティン 
《『磁器の悪漢 ⼈⿂姫』の挿絵》 







































































































41 大小田万侑子 『生命感のある表現について－型染技法における図案の再考－』 東京藝術大学大学院修士論



















































































































































































































































































































































































































































































































陽染工株式会社の「正藍抜染法」は大正 13 年（1924 年）に、真栄城の「琉球藍の抜染技法」は




BUAISOU について考察を述べていく。  
 
55 最初の合成染料は 1856 年にウィリアム・ヘンリー・パーキン（Sir William Henry Perkin 1838-1907）によ
り発明されたボーブ（Mauve）である。パーキンは続いて 1859 年にマゼンタ（Magenta）を発明し、後の



















































































































































































―』 共立出版 1958 pp.63-64） 
48 
 





































64 柳宗玄 『色彩との対話』 岩波書店 2002 p.111 
65 「聖書の諸民族はキリスト生誕のはるか前からインジゴを使っていたが、高価な製品だったため高級な布に
しか使用しなかった」（ミシェル・パストゥロー 『青の歴史』 筑摩書房 2005 p.15） 




































































































































































































































75 福田邦夫 『色の名前事典 507』 主婦の友社 2019 p.13 
76 同書 p.13 


























































































79 前田雨城 『ものと人間の文化史 38・色 染と色彩』 法政大学出版局 1980 pp.72-73 
80 岸本弘（編） 『朗読のための 古訓古事記』 三光社出版印刷 2011 p.43 
81 ここでいう不染とは、文字通り染めないまたは染まらないということで、仏教用語に見られる煩悩に汚され
ないという意味ではない。 










































































































































83 吉岡幸雄 『日本の色辞典』 紫紅社 2015 p.19 
84 前田雨城 『色 染と色彩』 法政大学出版局 1980 p.184 
85 岸本弘（編） 『朗読のための 古訓古事記』 三光社出版印刷 2011 p.36 
86 太陽神である天照大御神が弟の須佐之男命の横暴な行いに畏れて天石屋戸に籠ったことから、世界が光を失い
暗闇に包まれ、神々が相談して天照大御神を呼び戻す儀式を行った。 







































































































































































88 薗田稔（監）、茂木栄（監） 『日本の神々の事典 神道祭祀と八百万の神々』 学習研究社 2002 p.122 












































2019 年 10 ⽉ 7 ⽇(⽉)15:38 
表⾯の様⼦ 
2019 年 10 ⽉ 7 ⽇(⽉)15:38 
裏⾯から抜染糊を置いた直後 
2019 年 10 ⽉ 7 ⽇(⽉)16:14 
抜染糊に藍が還元反応を起こしている 






































日時：2019 年 10月 8 日(火) 


















































































































































































































































































































































日時：2020 年 4月 15 日(水) 
天気：晴れ時々曇り・温度：22 度・湿度：34％  
 









































 抜染糊 A の粘度は糊置きに丁度良く、使用した 3種類のどの布にも綺麗に模様が置かれた。




















































































































































































































































可能な粘度まで調整したのが抜染糊 E である。 
 
〇実施日詳細 
日時：2020 年 4月 23 日(木) 
















































































 以下は抜染糊の適性 10項目を設定し抜染糊 A～E について評価した表である。筆者が普段使
用する市販の抜染糊を（F）として参考に示す。C については実験④の場合とする。 
 A B C D E （F） 
材料の手に入れやすさ（安価である） ◎ ◎ ◎ 〇 〇 △ 
人体への影響の少なさ 〇 〇 〇 〇 〇 × 
撹拌のしやすさ × × × △ △ 〇 
糊置きのしやすさ ◎ ◎ ◎ ◎ 〇 ◎ 
滲みの少なさ ◎ ◎ ◎ 〇 〇 ◎ 
糊の乾燥の速さ △ 〇 〇 〇 〇 ◎ 
水元のしやすさ(糊が布から離れる速さ) × × × ◎ ◎ △ 
藍染料の抜け具合 × △ △ 〇 〇 ◎ 
地に残る藍染料のムラの少なさ × × △ △ 〇 ◎ 
抜染後の布の手触り × × × 〇 〇 〇 
◎：とても良い、とても大きい 〇：良い、大きい △：普通 ×：良くない、小さい 
 
































A B 実験③−C 実験④−C 
A B 実験③−C 実験④−C 





























































































































































102 Jagdish Chitara, The Cloth of the Mother Goddess, United Kingdom and India, Tara Publishing Ltd and 
Tara Books Pvt. Ltd, 2015 
103 木版と天然染料で制作されたこの聖なる布は観音開きの形となっており、差別により寺に入場できないヴァ
ガリの人々の小さな祭壇として信仰の拠り所となっていた。（野瀬奈津子、松岡宏大、矢萩多聞 『タラブック
ス インドのちいさな出版社、まっすぐに本をつくる』 玄光社 2017 p.194） 
左図〔65〕、右図〔66〕： 
《The Cloth of the Mother Goddess》 
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・前田雨城 『ものと人間の文化史 38・色 染と色彩』 法政大学出版局 1980 
・松岡享子 『えほんのせかい こどものせかい』 文藝春秋 2017 
・松本路子、佐藤留美 『更紗 いのちの華布』 2016 
・馬渕明子（監）、高木陽子（監）、長崎巌（監）、池田佑子（監） 『KATAGAMI Style』 
日本経済新聞社 2012 
・ミシェル・パストゥロー 『青の歴史』 筑摩書房 2005 
・三井秀樹 『かたちの日本美 和のデザイン学』 日本放送出版協会 2008 
・ミナ ペルホネン／皆川明 『ミナ ペルホネン／皆川明 つづく』 青幻舎 2020 
・柳宗玄 『色彩との対話』 岩波書店 2002 
・矢野智司 『動物絵本をめぐる冒険 動物―人間学のレッスン』 勁草書房 2002 
・山崎和樹（編） 『新版 草木染 四季の自然を染める』 山と渓谷社 2014 
・山崎青樹 『草木染 型染の色』 美術出版社 2014 
・山崎青樹 『草木染 日本色名事典』 美術出版社 1996 
・柚木沙弥郎 『柚木沙弥郎の染色 もようと色彩 日本民藝館所蔵作品集』 筑摩書房 
2018 
・柚木沙弥郎 『柚木沙弥郎の鳥獣戯画』 彗星館 2019 
・吉岡幸雄 『日本の色辞典』 紫紅社 2015 
・吉岡幸雄 『日本の色の十二カ月』 紫紅社 2014 
・吉岡幸雄（監） 『日本の藍――ジャパン・ブルー』 京都書院 1997 
・吉原均、山崎和樹、新居修、川人美洋子、楮覚郎、宇山孝人、川西和男 『地域資源を活かす 
生活工芸双書 藍』 農山漁村文化協会 2019 
・ミシェル・パストゥロー 『青の歴史』 筑摩書房 2005 
・リンダ・パリ―（著）、多田稔（訳）、藤田治彦（訳） 『ウィリアム・モリスのテキスタイ
ル』 岩崎美術社 1988 
・Jagdish Chitara, The Cloth of the Mother Goddess, United Kingdom and India, Tara 
Publishing Ltd and Tara Books Pvt. Ltd, 2015 


















・『〈シリーズ・染織の文化〉③ 日本染織地図』 朝日新聞社 1985 
・『染色材料カタログ 2020』 株式会社田中直染料店 2020 
・『染織と生活 4 特集 琉球の伝統織物』 染織と生活社 1974 
・『染織と生活 10 特集 日本の藍』 染織と生活社 1975 
・『染織の美 16 特集 型染・版染／縞・格子』 京都書院 1982 
・『版画芸術 特集 写楽の魅力 No.144』 阿部出版 2009 

































・Styling Arts Craft William Morris『作品解説 いちご泥棒』（https://www.william-
morris.jp/works/textile-strawberry-thief.html） 
 
※以上の閲覧日：2021 年 3月 16 日 
 
 
